
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（諏訪地域） 

令和元年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 カノラホール３０周年記念コンサート事業 

事業主体 

（連絡先） 

カノラホール３０周年記念コンサート実行委員会 

岡谷市本町１－７－１７ 

事業区分 (３)教育、文化の振興に関する事業 

(８)その他地域の元気を生み出す地域づくりに資する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費 ６，０８９，４８３円（うち支援金：１，６４０，０００円） 

 

※別紙にて報告 

① ３０周年を節目に、新しいホー

ルのあり方を応援 

② 諏訪地域のホールとして PR 

③ 若者たちと映像演出を試みる 

④ ホールの歴史を振り返る 

 

※自己評価【 A 】 

【理由】 

・カノラホール開館３０周年とい   

 う周知が目標の諏訪広域を超え

広範囲に伝えることができた。 

・ミュージカル・コンサートでの

動員数が目標の１０％増 

・映像演出の期待が広がった。 

【各活動の様子】

子      】 

  【目標・ねらい】 

 

① 支援金を活用して、３０周年記念のスペシャルコ
ンサートを実施し、その中で、今までにはなかっ
たステージ全体を使ったプロジェクションマッピ
ング的な映像演出を成功させた。 

② 諏訪広域の企業・関係者、そして広域市民有志で
結成した実行委員会により、全県的に広く PR が
でき、諏訪広域、上伊那地方、松本方面までも巻
き込んだ大変大きなイベントとして盛り上がるこ
とができた。あらためて、カノラホールは諏訪広
域にとっての文化財産であるという認識を持つこ
とができた。 

③ 映像の制作にあたり何度も会議を重ねて、互いに
プロジェクションマッピング技術を学び合い、若
い世代のメンバーを中心に手作り。企業協賛紹介、
カノラヒストリーも映像によって演出でき、当日
の映像進行まで今後に繋がる大きな成果を得た。 

 

開館から３０周年を迎える岡谷市文化会館・カノラホー

ルを応援するため、映像演出という新しい試みを取り入

れたコンサート事業を行った。諏訪広域にわたる市民有

志で立ち上げた実行委員会を中心にして、諏訪地域の魅

力あるホールとしてのカノラを次世代へ継承していく

目的で、広く PRを行い、様々な映像演出に力を入れた

斬新な舞台、及びコンサートを企画実施した。 

・舞台オンリーワン協力 ２０１９年９月２８日２９日 

・テレビ信州ゆうがた GET ２０１９年１０月１１日 

・コンサート PR告知  ２０１９年１０月２８日 

・スペシャルコラボレーションコンサート 

ウイズツケメン開催  ２０１９年１１月１７日 

 

これからのホールのあり方として、映像による演出を行うという一つの手段が確立できたことに

より、今後、様々な場面で映像という演出が行われるようになる道筋ができた。 

 

これにより、多くの方々をより楽しませる演出の幅がさらに広がるとともに、若い世代が映像を

学び、それをいかす場としてのホールを次世代へと繋いでいく足がかりとしていく。 

 

今後も、諏訪のカラーをいかしたイベントを企画することで、諏訪がひとつになるような機会を 

作っていきたい。 
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